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Abstract
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論　文


1. はじめに
　本テンプレートは，産業応用工学会論文誌への投稿論文用に構成される。
2. 投稿論文の作成方法
　書式は，用紙の上下を25 mm，左右を16 mmを余白とする。2段構成とし，中心を6 mmあける。1ページあたりの文字数は，25字×48行×2段=2400字とする。ページ数は4ページ以上12ページ以下とする。
原稿の構成は，このテンプレートの体裁を参考にすること。
2.1 表題等の書き方
表題等は以下の順で記入する。
(a) 表題
用紙2行目中央に記入する。表題が長い場合，2行目から2～3行で記入する。* Corresponding author. E-mail: xxx@xx.xx.jp
a 産業一郎大学
〒000-0000　東京都○○○○○ 1-1
Sangyo Ichiro University
1-1, ○○○○○○○○○○○○, Tokyo, Japan 000-0000
b 産業次郎研究所
〒000-0000　大阪府○○○○○ 1-1
Sangyo Jiro Labs.
1-1, ○○○○○○○○○○○○, Osaka, Japan 000-0000
c 産業一子株式会社
〒000-0000　福岡県○○○○○ 1-1
Sangyo Kazuko Co., Ltd.
1-1, ○○○○○○○○○○○○, Fukuoka, Japan 000-0000

文字のフォントは「MS明朝」および「Times New Roman」とし，サイズは16ptとする。
(b) 著者名
表題から1行あけて中央に記入する。性と名の間に空白を1文字文あける。著者が複数いる場合，横にならべて記入し，著者の間に空白を2文字あける。
著者の所属は1ページの左下の注釈に，日本語，英語の併記で記入する。代表者はメールアドレスも記入する。所属には「a,b,c…」を，代表者には「*」を用いる。
文字のフォントは「MS明朝」および「Times New Roman」とし，著者名のサイズは12pt，注釈のサイズは8ptとする。
(c) 英語の表題
著者名から1行あけて中央に記入する。表題が長い場合，2～3行で記入する。
文字のフォントは「Times New Roman」とし，サイズは14ptとする。
(d) 英語の著者名
英語の表題から1行あけて中央に記入する。性と名の間に空白を1文字文あける。著者が複数いる場合，横にならべて記入し，著者間に半角カンマとスペース「, 」で繋ぐ。
日本語と同様に，著者の所属の注釈を記入する。
文字のフォントは「Times New Roman」とし，サイズは12ptとする。
(e) 受付日・採択日
英語の著者名から1行あけて中央に記入する。receivedの後に受領日（月 日, 年）を，acceptedの後に採択日（月 日, 年）を記入する。連プレートのように，()内に古い順に「;」で繋げて記入する。[image: ]
(a) Sub title.
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(b) Sub title.
Fig. 2.  Title.
Table 1.  Title.
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Fig. 1.  Title.

文字のフォントは「Times New Roman」とし，サイズは9ptとする。
(f) Abstract
受付日・採択日から1行あけて左揃えで「Abstract」とBold体で記入する。本文は1行目をタブ（5文字程度）でずらし両端揃えで記入し、50～200語とする。左右空白2文字分あける。
文字のフォントは「Times New Roman」とし，サイズは9ptとする。
(g) キーワード
Abstractから1行あけて左揃えで「キーワード：」の後に日本語のキーワードを5ワード以内で記入する。ワード間は全角カンマ「，」で繋ぐ。
次の行に左揃えで「Keywords : 」の後に英語のキーワードを5ワード以内で記入する。ワード間は半角カンマとスペース「, 」で繋ぐ。
文字のフォントは「MS明朝」および「Times New Roman」とし，サイズは9ptとする。
2.2 本文の書き方
　本文の文字のフォントは「MS明朝」および「Times New Roman」とし，サイズは9ptとする。
(a) 見出し
本文の記述は，内容に応じて章，節の見出しをつける。章は「1.　○○○」とし，上下0.5行をあけ中央揃えでサイズを10ptとし記入する。節は「1.1　○○○」とし，左揃えで記入する。より細分化したい場合，(a), (b), (c)等を用いる。
(b) 用語
日本語は，原則として「常用漢字」，「アラビア数字」を用い，現代仮名づかいとする。
句読点は，句点「。」と読点「，」をそれぞれ全角で用いる。
用語は，原則として「文部省学術用語集」によるものとする。
単位は，SI単位および一般的に広く用いられているものとする。
(c) 図・写真・表
図，写真の表題は，英語で図，写真の下に通し番号を付けて「Fig. 1.  ○○○」のように記入する。説明がないものは不可。Fig. 2のようにサブタイトルを付けてもよい。表の表題は，英語で表の上に通し番号を付けて「Table 1.  ○○○」のように記入する。
図，写真，表中の説明は原則として英語とする。
図，写真，表は本文中に挟まず，ページの上下に寄せる。
表題のフォントは「Times New Roman」とし，サイズは9ptとする。ただし，サブタイトルのサイズは8ptとする。
(d) 式
　式は通し番号を付け，空白2文字程度あけて以下のように記入する。
	V = RI
	(1)

	
	(2)


(e) 謝辞
記載する場合，本文の最後に記載する。
2.3 文献の書き方
文献は，本文の後に1行あけて記入する。本文で引用する順に通し番号を付けて記入する。本文中の引用箇所に「引用文献(1)引用文献(2-3)引用文献(2,4)」のように，丸カッコで囲んだ引用番号を上つきで記入すること。複数引用文献がある場合，連番の時は「-」，番号が飛ぶ時は「,」を用いて繋ぐ。
文献の表記はテンプレートの文献を参考に，日本語の場合は，著者名，著者名，著者名：「タイトル」，雑誌名，巻数，号数，ページ数，発行年のように記入する。英語の場合，Name, Name, and Name : “English Title”, Journal，Volume，Number，Pages，Yearのように記入する。
文字のフォントは「MS明朝」および「Times New Roman」とし，サイズは7ptとする。
2.4 著者紹介の書き方
著者紹介は，文献の後に1行あけて記入する。テンプレートを参考に，左端に顔写真（縦横28×21mm）を貼り付け，右に氏名，著者紹介を記入する。著者が複数名いる場合，著者間を1行あける。
文字のフォントは「MS明朝」および「Times New Roman」とし，氏名のサイズは9pt，著者紹介のサイズは8ptとする。
3. おわりに
　以上のように，投稿論文の作成方法を熟読の上，論文を作成すること。
謝　　辞
　謝辞がある場合は記入すること。

文　　献
(1) 著者名，著者名，著者名：「タイトル」，雑誌名，巻数，号数，ページ数，発行年
(2) 産業太郎，産業二郎，産業三郎：「産業応用工学会論文誌の書き方」，産業応用論文誌，Vol. 1，No. 1，pp. 1000-1010，2010
(3) 著者名，著者名：「タイトル」，雑誌名，巻数，号数，ページ数，発行年
(4) 著者名：「タイトル」，雑誌名，巻数，号数，ページ数，発行年
(5) 著者名：「タイトル」，雑誌名，巻数，号数，ページ数，発行年
(6) 著者名：「タイトル」，雑誌名，巻数，号数，ページ数，発行年
(7) Name, Name, and Name : “English Title”, Journal，Volume，Number，Pages，Year
(8) Taro Sangyo, Jiro Sangyo, and Saburo Sangyo : “How to write”, IIAE Transactions, Vol. 1, No. 1, pp. 1000-1010, 2010
(9) Name and Name : “English Title”, Journal，Volume，Number，Pages，Year
(10) Name : “English Title”, Journal，Volume，Number，Pages，Year
(11) Name : “English Title”, Journal，Volume，Number，Pages，Year
(12) Name : “English Title”, Journal，Volume，Number，Pages，Year
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縦28mm
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	産業　一郎
　1900年3月○○○大学○○○部○○学科卒業。同年4月○○大学助教，現在に至る。○○○○の研究に従事。
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　1900年3月○○○大学○○○部○○学科卒業。同年4月○○研究所入社，現在に至る。○○○○の研究に従事。
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	産業　三郎
　1900年3月○○大学○○部○○学科卒業。同年4月○○大学○○府○○専攻入学，現在に至る。○○○○の研究に従事。
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	産業　四朗
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